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年齢10歳階級別結核罹患率の推移

80年頃までは、70歳以上の高齢者以外は急速に罹
患率が低下したが、80年頃から20代、30代の減少
の鈍化が80歳以上の鈍化傾向と同じようになった

10)厚生労働省、2021年結核登録者情報調査年報
集計結果について より
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000175095_00007.html
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人口10万人対40人以上の罹患率
（高まん延状態）にあるのは、
85歳以上の男性のみになった。
84歳以下男性と女性は、全年齢で
40人未満となった。

全年齢では8.2となり、おそらく
WHOの補正罹患率でも10人未満と
なる見込み（9.8人）である。

2021年に日本は、見かけ
上、低まん延国となった。
届け出漏れなどを考慮し
たWHOの補正罹患率では、
まだ10万人あたり11人で
あり、基準を満たしてい
ないが、2022年には10人
未満の基準を満たす見込
みである（右図参照）。

結核研究所疫学情報センター、
—2022 12 より

https://jata-ekigaku.jp/wp-content/uploads/2023/02/2022_12.pdf 3



83年に10数％の選択的接種で再開したところ、急速に結核罹患率が低下し
た。選択的接種で十分に予防効果があることが示されている。
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図：結核罹患率とBCG接種後の重篤な害反応
印刷版の図
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15)厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会 2013年～2023年4月
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/shingi-kousei_284075.html

16)第90回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会、
令和４年度第23回薬事・食品衛生審議会薬事分科会医薬品等安全対策部会安全対策調査、
資料2-19：乾燥BCGワクチンの副反応疑い報告状況について

第93回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会
令和５年度第１回薬事・食品衛生審議会薬事分科会医薬品等安全対策部会安全対策調査、
資料2-19：乾燥BCGワクチンの副反応疑い報告状況について
https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/001091456.pdf 6



上記合計 234 80                                    314
その他 17 37 54
合計 251 117 368

予防接種後副反応疑い報告書の別紙様式1の報告基準に記載のある症状
（「その他の反応」は除く）について、報告状況をもとに集計を行った。
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表 BCGによる害反応

2013/4/1から2023/12/31 までの9.76年間に909万人がBCGの接種を受けたので、
この数字を元に100万人当たりの報告率を計算。
印刷版は2023年年9月30日までの9.5年間のデータ、表には最新のデータを掲載。
出展：厚生労働省 https://www.mhlw.go.jp/content/10601000/001091456.pdf 8



0-14歳合計10-14歳5-9歳1-4歳0歳
373127749775登録数合計結核

(2013-19年） 3.63.62.13.510.7平均/年/歳
3.43.32.03.511.2登録率（/100万人年）

109,365,120 38,469,505 36,436,091 27,736,906 6,722,618 合計人口
(2013-19年） 1,041,573 1,099,129 1,041,031 990,604 960,374 平均/年

17）徳永修ら、小児結核診療の手引き(改訂版).2021年 https://jata.or.jp/dl/pdf/data/syouni_tebiki_202103.pdf
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図2：結核罹患率とBCG関連の重篤な害反応報告率

新情報による図（０歳児の結核罹患率との比較）
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11か月後に発病？発見？ 転記日不明 未回復
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10か月後に発見、 発見７か月後にもなお軽快であり未回復

１年後？に発見？ 最低１年は経過後なお軽快であり、未回復

２か月後に発見 約１年後にもなお軽快であり未回復

１年後？に発見？ 最低11か月後なお軽快であり未回復

１～２年後に発見 未回復
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１年８か月後に発見、 ４か月後もなお軽快であり未回復

１年４か月後に発見、 ４か月後もなお軽快であり未回復

3年７か月後に発見、 未回復

１年後に発見、 未回復

１年半後に発見、 未回復

１年５か月後に発見、 未回復
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１年５か月後に発見、 未回復

１年９か月後に発見、 未回復

１年３か月後に発見、 未回復

１年１か月後に発見、 ２か月後なお軽快であり未回復

１年５か月後に発見、 ４か月後なお軽快であり未回復

２か月後に発見、 5か月後なお軽快であり未回復
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１年５か月後に発見、 ４か月後なお軽快であり未回復

１年後に発見、 ２か月後なお軽快であり未回復

３か月後に発見、 ２か月後 すでに後遺症
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１年10か月後に発見、 １年２か月後なお未回復

１年２か月後に発見、 １１日後 軽快だが長期転記は不明

６か月後に発見、 ５か月後 軽快だがなお、未回復

発見時期不明、 少なくとも４か月後 軽快だがなお、未回復
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２年２か月後に発見、 ５か月後 未回復

１年３か月後に発見、 ６．５か月後 未回復

１１か月後に発見、 １か月後 未回復

２日後呼吸停止、死亡
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１年８か月後に発見、 回復に１年４か月かかった
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１0か月後に播種性BCG感染発見、 回復に１１か月かかった

１か月後に播種性BCG感染発見、 １か月後なお軽快で未回復。
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